
初
年
次
教
育
に
お
け
る
戦
略
的
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
手
法

□
　
初
年
次
教
育
の
課
題

大
学
教
職
員
研
修
セ
ミ
ナ
ー
の
と
り
く
み
を
通
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
働

犠

　
「
初
年
次
教
育
」
は
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
教
育
、
補
習
教
育
（
リ
メ
デ

ィ
ア
ル
教
育
）
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
セ
ミ
ナ
ー
ま
た
は
導
入
教
育
な
ど

と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
一
九
八
○
年
代
以
降
ア
メ
リ
カ
の
大
学
で
実

施
さ
れ
て
い
る
「
初
年
次
体
験
」
教
育
（
コ
邑
く
。
貰
団
ぞ
a
窪
8
）

は
、
七
〇
年
代
の
「
人
生
と
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
」
と
い
っ
た
科
目
に

取
っ
て
代
わ
り
、
学
生
の
動
機
づ
け
の
低
下
に
対
応
し
た
も
の
と
い

わ
れ
る
（
浜
名
篤
「
『
大
学
の
初
年
次
教
育
』
有
効
」
日
本
経
済
新
聞

水
谷
早
人

日
本
福
祉
大
学
生
涯
学
習
課
長

二
〇
〇
二
年
十
二
月
二
十
一
日
付
）
。

　
全
国
的
な
調
査
結
果
で
は
、
初
年
次
教
育
に
関
し
て
日
本
の
大
学

で
の
定
義
の
不
明
確
性
、
教
育
内
容
の
曖
昧
性
、
そ
れ
を
担
う
大
学

教
職
員
の
認
識
も
様
々
と
い
う
現
状
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し

た
多
義
性
の
な
か
で
あ
え
て
大
学
に
お
け
る
初
年
次
教
育
の
内
容
を

整
理
す
れ
ば
、
①
高
等
学
校
ま
で
に
習
得
す
べ
き
内
容
の
補
習
教
育
、

②
論
文
の
書
き
方
な
ど
を
中
心
と
し
た
ス
タ
デ
ィ
・
ス
キ
ル
の
教

育
、
③
大
学
生
に
求
め
ら
れ
る
一
般
常
識
や
態
度
の
教
育
、
④
専
門

教
育
へ
の
橋
渡
し
と
な
る
よ
う
な
基
礎
的
知
識
・
技
能
の
教
育
、
と

い
う
四
つ
の
側
面
が
指
摘
さ
れ
る
。
大
学
・
学
部
に
お
け
る
人
文
・

大学と教育　No．3503－5
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社
会
・
理
系
等
学
系
別
特
徴
を
み
れ
ば
、
学
習
ス
キ
ル
重
視
度
は
人

文
系
が
高
く
理
系
が
低
い
。
教
科
補
習
は
理
系
の
重
視
度
が
高
い
。

情
報
資
源
活
用
ス
キ
ル
の
重
視
度
は
人
文
系
が
高
い
。
学
生
生
活
に

お
け
る
時
間
管
理
や
学
習
習
慣
の
組
織
化
、
大
学
教
育
に
対
す
る
動

機
づ
け
に
は
、
学
系
上
の
差
が
み
ら
れ
な
い
（
山
田
礼
子
コ
年
次

教
育
の
実
際
と
課
題
　
～
全
国
私
立
大
学
の
現
状
を
べ
ー
ス
に
～
」

二
〇
〇
二
年
）
。

　
初
年
次
教
育
に
関
す
る
国
際
学
会
（
会
議
）
舅
。
ヨ
呂
o
邑

8
暮
R
8
8
8
昏
9
房
こ
。
貰
。
も
a
9
8
で
は
、
教
員
お
よ
び
ア
ド

ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
（
大
学
行
政
管
理
職
員
）
が
集
ま
り
、
事
例
研

究
発
表
や
解
決
方
法
の
探
究
を
行
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
の
前
提
条
件

は
、
学
生
の
リ
テ
ン
シ
ョ
ン
（
大
学
で
の
継
続
率
）
を
高
め
る
こ
と

●
み
ず
た
に
・
は
や
と
●
一
九
五
三
年
、
静
岡
県
生
ま
れ
●
大
学
行
政
管
理

学
会
会
員
、
地
域
通
貨
団
体
「
レ
ッ
ツ
チ
タ
」
役
員
、
特
定
非
営
利
活
動
法

人
N
P
O
シ
ニ
ア
P
C
マ
ザ
ー
ズ
副
理
事
長
●
主
な
著
書
・
論
文
に
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
レ
ポ
ー
ト
「
大
学
職
員
の
プ
ロ
フ
エ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
・
ス
ク
ー
ル

を
デ
ザ
イ
ン
す
る
」
（
『
大
学
行
政
管
理
学
会
誌
』
第
五
号
　
二
〇
〇
二
年
）
。

「
大
学
の
事
務
実
践
と
自
己
点
検
』
評
価
」
　
（
共
同
執
筆
、
東
海
高
等
教
育

研
究
所
編
『
何
の
た
め
の
大
学
評
価
か
』
大
月
書
店
　
一
九
九
五
年
　
所
収
）
。

愛
知
県
私
立
大
学
教
職
員
組
合
連
合
職
員
問
題
検
討
委
員
会
編
『
私
大
職
員

運
動
と
職
場
の
活
性
化
　
ー
職
能
資
格
制
度
・
人
事
考
課
制
度
を
め
ぐ
っ

て
』
　
（
分
担
執
筆
、
職
場
討
議
資
料
　
一
九
八
八
年
）

に
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
高
等
教
育
と
く
に
州
立
大
学
等
で
は
、
誰
も

が
入
学
で
き
る
た
め
退
学
率
も
多
い
。
日
本
の
入
試
制
度
と
異
な
る

シ
ス
テ
ム
で
入
学
す
る
学
生
に
対
し
て
は
、
高
等
教
育
と
中
等
教
育

と
は
断
絶
し
て
い
る
と
い
う
前
提
に
立
っ
て
、
高
等
教
育
に
入
っ
た

段
階
で
き
ち
ん
と
体
制
を
整
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
の
基
本
的
見

地
が
大
学
に
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
初
年
次
の
体
験
が
、
大
学
で
の
学

習
・
研
究
に
お
け
る
成
功
、
順
応
性
や
市
民
育
成
等
を
考
え
た
場
合

に
決
定
的
影
響
を
も
た
ら
す
こ
と
が
実
証
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
初

年
次
教
育
が
大
学
教
育
の
な
か
に
し
め
る
ウ
ェ
イ
ト
の
大
き
さ
を
認

識
さ
せ
ら
れ
る
。
こ
の
会
議
に
は
教
員
よ
り
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
タ

ー
の
方
が
六
対
四
位
の
割
で
多
く
出
席
し
て
い
る
事
実
か
ら
、
ア
メ

リ
カ
の
大
学
経
営
ス
タ
ッ
フ
の
専
門
化
と
い
う
課
題
に
お
い
て
も
、

い
か
に
初
年
次
教
育
が
重
視
さ
れ
て
い
る
か
を
う
か
が
い
知
る
こ
と

が
で
き
る
。
　
（
浜
名
篤
「
高
等
教
育
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
化
と
一
年
次

教
育
（
導
入
教
育
）
の
有
効
性
　
～
国
際
的
な
動
向
～
」
二
〇
〇
一

年
）　

日
本
で
こ
れ
に
類
似
す
る
教
育
研
究
は
、
大
学
教
育
学
会
や
ガ
イ

ダ
ン
ス
教
育
研
究
会
（
G
E
研
）
等
に
多
数
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
日

本
で
は
、
ア
メ
リ
カ
と
は
異
な
り
中
等
教
育
と
高
等
教
育
は
む
し
ろ

継
続
し
て
い
る
と
い
う
の
が
前
提
認
識
に
あ
る
。
ま
た
「
二
〇
〇
六

年
問
題
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
高
校
学
習
指
導
要
領
改
定
を
受
け
、
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（N短期大学）

ション（First　Year　Academic　Orientation　and　Transition）

プラニング例

方向感覚をもつ 大学に触れる 学習力を高める

繋騨の灘糠1雛蕪懲繊11…

、、・…鵡蒙欝・麟慧識欝讐熱藻

、懸繧懇嚢懇叢繕…鵜、

．・教職鐵瀞騰醸叢騰獲、鰍

蒙授業難醗醸諜欝繕翼繍欝

蕪磯懸糠闘灘蜘懲叢媛1二

　・灘進饗蕎、、

・灘織騰懇懸熱習叢i濤懇11P

、、鐡響灘難講難…灘灘羅、

．饗熊懸鋤饗様繊蓬続懸

、濃議灘難蛋糞雛総織難、

鎌綴禁…懸薄懸灘勢鐙護・

L（専門教育のねらい）

学科教育の学習の意義と目

的を明確に伝える。

L（交流プログラム）

ゼミおよびサークルにおけ

る仲間作りを支援し、その

交流を図る

1．（基礎的学習技法）

学科教育において必要な基

礎的な学習方法と知識内容

を身につけさせる。
　オープンキャンパスでの学

科教育の学習の意義について

の説明を重視し周知徹底する。

　シラバス・講義内容の見直

し

　「縦割り合宿」を重視する。

　ゼミおよびサークルの「大

学祭」参加を促進し、支援す
る。

　スポーツ祭を充実させる。

・学習プログラムの準備を支

援する。

　「教養演習」を充実させる

2．（一般的学習技法）グル

ープ作業、話す書くのコミ

ュニケーションカ、資料検

索力、情報活用力などの一

般的学習技法を身につけさ

せる

2．（専門教育での付加価

値）学習の目標、学習の成

果、学習の活動、成績評価

の方法、教授・学習の方法

を明確に伝える。

2．（専門領域学習支援）

専門の学習に関心を持ち続

けるための支援を行う。

・在学生や卒業生を参加させ

たオリエンテーションの実施

　1年次終了時に教務委員お

よび教務課員が個々に履修相

談を実施する。

　「履修の手引き」・シラバ

スにおける上記項目の充実記
載。

・進路（卒業・編入・留学先）

を想定した学習プログラムの

準備

・社会人入学者、帰国生徒入

学者に対する学習支援

　図書館利用ガイダンスの充

実（パソコン検索を含む）

　パソコン操作の支援をする。

　ノートのとり方を指導する

　レポートの書き方を指導す
る。

3．（問題学生）　「問題at

risk」学生を早期に見つけ、

必要な場合には支援を行
う。

3．（学習力の支援策）学習

経験や技法の違いを考慮に

入れ、必要に応じて、支援

策あるいは向上策を講じて

水準を高める。

　問題学生早期発見のため教

職員が協力し、必修科目の欠

席情報や学生情報を学生課・

ゼミ指導教員に集中し、適切

な支援を行う。

・書く力と情報活用技法の支
援
　
言
葉 と学習技能支援のプロ

グラムを準備する

・学習技法を身につけていな

い学生への支援プログラムを

準備する。

3．（遠隔学習支援）必要に

応じて、遠隔学習の機会や

多様な学習歴を尊重した選

択肢を提供する

繋騨の灘糠1雛蕪懲繊1
、・…無、嚢欝・麟慧識欝讐熱欝

、懸繧懇嚢懇叢繕…鵜、

L（専門教育のねらい）

学科教育の学習の意義と目

的を明確に伝える。

　オープンキャンパスでの学

科教育の学習の意義について

の説明を重視し周知徹底する。

　シラバス・講義内容の見直

し

2．（専門教育での付加価

値）学習の目標、学習の成

果、学習の活動、成績評価

の方法、教授・学習の方法

を明確に伝える。

　「履修の手引き」・シラバ

スにおける上記項目の充実記
載。

・進路（卒業・編入・留学先）

を想定した学習プログラムの

準備

・社会人入学者、帰国生徒入

学者に対する学習支援

・問題学生早期発見のため教

職員が協力し、必修科目の欠

席情報や学生情報を学生課・

ゼミ指導教員に集中し、適切

な支援を行う。
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別　表

初年次教育のミッション

参加・共同・創造で学習力を育成

戦略的な目標領域の設定

↓

、灘騰1…蒙、1

繋繋欝襟…一1妻

2層：
行動

　目標1

達成計画

2層：
行動

　目標2

↓
達成計画

一25一

　　　　　　　　　大学名

初年次オリエンテー
　　　　　　　　　の戦略

灘懸望麟籔，灘
琴難離轍…擁灘、
．灘麟、灘欝戴、、、

1．（キャンパス）

緑と歴史に包まれたキャン

パスとキャンパス内の諸施

設を案内する。

　オープンキャンパス（学生

と共同）を年6回実施する。

　キャンパスツアーは、学生

（新入生歓迎実行委員会）に

委ねる。

2．（カルチャー）

　N短大の自由で、自主・

自律の学風を伝える。

・模擬授業で学科の魅力を伝

える。

・課外活動参加の楽しさを発

表する。（チェアリー児文研）

・在学生卒業生参加の合宿オ

リエンテーションの実施、（高

等学校までの教育の垢おと
し）

2．（学生支援サービス）

学生生活相談、履修相談、

保健室相談、授業料減免・

奨学金相談、就職相談、資

格取得講座、コンピュータ

ーアクセスなど学生サービ

スの向上

・各種相談場所の周知徹底

・職員の相談能力の向上

・職業教養講座の充実

・学納金月賦・減免制度の啓

蒙

・転・編入、留学オリエンテ

ーションの充実



大
学
に
お
け
る
初
年
次
教
育
の
デ
ザ
イ
ン
に
、
自
立
的
学
習
習
慣
の

形
成
支
援
と
い
う
大
学
側
の
総
合
的
な
教
育
的
力
量
が
試
さ
れ
る
時

代
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
何
を
中
等
教
育
か
ら
引
継
ぎ
、
何
を

断
絶
さ
せ
る
こ
と
が
高
等
教
育
と
く
に
初
年
次
教
育
に
求
め
ら
れ
る

の
か
。
少
子
化
に
よ
る
大
学
生
き
残
り
競
争
と
い
う
視
野
を
超
え
、

教
職
員
個
々
人
の
優
れ
た
教
育
・
事
務
実
践
研
究
の
蓄
積
の
う
え

で
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
を
大
学
全
体
の
教
育
的
力
量
と
し
て
形
成
す
る

た
め
に
、
初
年
次
教
育
を
戦
略
的
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
よ
る
実
践
と
し

て
展
開
で
き
る
教
職
員
が
養
成
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

　
こ
う
し
た
問
題
意
識
に
た
っ
て
、
二
〇
〇
二
年
九
月
に
大
学
行
政

管
理
学
会
中
部
地
区
研
究
会
主
催
に
よ
る
大
学
教
職
員
研
修
S
D

（
の
§
哺
O
。
＜
9
ε
ヨ
o
包
セ
ミ
ナ
ー
（
以
下
、
S
D
セ
ミ
ナ
ー
）
が

開
催
さ
れ
た
。
こ
の
報
告
書
は
別
途
刊
行
予
定
で
あ
る
が
ω
、
本
稿

で
は
そ
の
紹
介
も
兼
ね
つ
つ
、
セ
ミ
ナ
ー
参
加
大
学
で
の
事
例
を
通

し
て
「
戦
略
的
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
手
法
」
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
の
整
理

と
今
後
の
展
望
に
手
が
か
り
を
得
る
こ
と
を
め
ざ
し
た
い
。

（
注
1
）
S
D
セ
ミ
ナ
ー
の
報
告
は
『
日
本
福
祉
大
学
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
年
報
』
第
五
号
に
所
収
さ
れ
る
（
二
〇
〇
三
年
度
刊
行

予
定
）
。
入
手
を
希
望
さ
れ
る
方
に
は
、
追
っ
て
げ
暑
く
≧
≦
≦
●
一
8
●

器
艮
⊆
蓉
む
＼
一
＆
要
玄
巨
に
て
受
付
け
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で

あ
る
。

□
　
初
年
次
教
育
事
例
と
戦
略
的
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　
別
表
働
は
S
D
セ
ミ
ナ
ー
中
に
作
成
さ
れ
た
N
短
期
大
学
（
以
下
、

同
短
大
と
い
う
）
で
の
初
年
次
教
育
の
成
果
体
系
図
で
あ
る
。

　
こ
の
図
の
説
明
に
入
る
前
に
、
成
果
体
系
図
そ
の
も
の
に
つ
い
て

解
説
す
る
必
要
が
あ
る
。
S
D
セ
ミ
ナ
ー
の
講
師
を
担
当
さ
れ
た
名

古
屋
大
学
高
等
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
の
池
田
輝
政
教
授
が
、
本
誌
別

稿
に
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
同
研
究
セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ

と
と
も
に
、
メ
ル
ボ
ル
ン
大
学
の
全
体
の
戦
略
目
標
を
こ
の
成
果
体

系
図
と
し
て
整
理
さ
れ
た
。

　
戦
略
と
は
、
組
織
の
使
命
、
将
来
像
、
お
よ
び
目
標
（
ミ
ッ
シ
ョ

ン
、
ビ
ジ
ョ
ン
、
な
ら
び
に
目
的
）
を
ど
の
よ
う
に
し
て
実
現
す
る

か
を
明
示
し
た
総
合
的
プ
ラ
ン
と
し
て
定
義
さ
れ
る
。
ま
た
、
戦
略

的
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
は
、
組
織
の
長
期
的
な
成
果
を
決
す
る
意
思
決

定
と
行
動
の
セ
ッ
ト
で
、
組
織
内
外
の
環
境
分
析
か
ら
戦
略
策
定
、

組
織
改
革
、
戦
略
執
行
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
（
成
果
測
定
）
、
成
果
評
価
、

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
含
む
概
念
と
し
て
定
義
さ
れ
る
。
　
（
龍
慶
昭
／

佐
々
木
亮
著
『
戦
略
策
定
の
理
論
と
技
法
公
共
・
非
営
利
組
織
の

戦
略
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
た
め
に
』
二
〇
〇
二
年
）
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戦
略
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
戦
略
の
策
定
に
お
い
て
は
、
サ
ー

ビ
ス
を
ど
の
よ
う
に
し
て
取
捨
選
択
し
て
体
系
づ
け
る
か
が
大
き
な

課
題
と
な
る
。
そ
の
た
め
の
一
つ
の
有
効
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
「
戦
略

オ
プ
シ
ョ
ン
の
開
発
・
分
析
ア
プ
ロ
ー
チ
」
　
（
o。
欝
8
α
q
一
。
　
○
嘗
o
霧

O
。
＜
。
一
〇
℃
日
。
筥
き
α
＞
き
蓄
房
霞
。
旨
o
房
略
し
て
S
O
D
A
ア
プ
ロ
ー

チ
）
で
あ
る
。
各
サ
ー
ビ
ス
の
成
果
は
次
の
サ
ー
ビ
ス
実
施
の
た
め

に
必
須
の
前
提
条
件
で
あ
っ
た
り
、
大
き
く
影
響
を
与
え
た
り
す
る

関
係
に
あ
る
。
箱
と
箱
と
に
結
ば
れ
た
線
は
こ
の
因
果
関
係
を
表
現

し
て
い
る
。
最
終
的
に
原
因
と
結
果
の
地
図
が
完
成
す
る
。
　
（
こ
の

解
説
は
、
龍
慶
昭
／
佐
々
木
亮
著
『
「
政
策
評
価
」
の
理
論
と
技
法
』

二
〇
〇
〇
年
、
に
よ
っ
て
い
る
。
）
こ
の
手
法
を
用
い
て
、
先
の
成

果
体
系
図
が
作
成
さ
れ
た
。

　
体
系
図
の
最
上
位
に
組
織
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
（
使
命
）
が
掲
げ
ら
れ

る
。
あ
る
い
は
使
命
の
も
と
に
位
置
す
る
ゴ
ー
ル
（
目
的
）
が
表
現

さ
れ
る
。

　
今
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
は
じ
め
に
初
年
次
教
育
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
確

認
す
る
こ
と
か
ら
開
始
し
た
。
こ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
外
部
環
境
と
内

部
環
境
の
分
析
（
い
わ
ゆ
る
S
W
O
T
分
析
と
呼
ば
れ
る
）
の
ス
テ

ッ
プ
を
通
し
て
確
認
さ
れ
る
。
大
学
の
設
置
理
念
や
伝
統
、
学
部
の

独
自
性
、
学
部
の
持
っ
て
い
る
資
源
や
特
性
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組

み
で
ど
う
い
っ
た
点
に
強
み
を
発
揮
し
て
き
た
の
か
、
ど
う
い
う
点

が
問
題
点
で
あ
る
の
か
、
な
ど
の
デ
ー
タ
等
を
収
集
す
る
取
り
組
み

か
ら
導
か
れ
る
。
こ
の
作
業
を
抜
き
に
し
た
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
そ
の

営
み
に
参
加
す
る
者
の
心
に
ひ
び
く
も
の
と
な
ら
な
い
。

　
ま
た
、
そ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
で
き
る
だ
け
高
く
謳
い
あ
げ
る
も
の

で
あ
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
め
ざ
す
目
標
は
、
構
成
員
に
と
っ
て
そ

れ
が
ま
っ
た
く
手
の
届
か
な
い
と
い
う
レ
ベ
ル
で
は
な
く
、
そ
の
営

み
に
参
加
す
る
す
べ
て
の
も
の
を
元
気
づ
け
、
奮
い
た
た
せ
る
と
い

う
意
味
で
の
高
い
レ
ベ
ル
に
お
く
必
要
が
あ
る
。

　
戦
略
的
な
目
標
領
域
（
ド
メ
イ
ン
）
は
、
今
回
の
場
合
セ
ミ
ナ
ー

で
用
意
さ
れ
た
も
の
を
所
与
の
も
の
と
し
て
設
定
し
た
。
こ
れ
は
本

来
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
の
特
性
に
あ
わ
せ
た
領
域
が
設
定
さ
れ
る
。

た
だ
、
こ
こ
に
掲
げ
ら
れ
る
「
大
学
を
知
る
」
「
方
向
感
覚
を
も
つ
」

「
大
学
に
触
れ
る
」
　
「
学
習
力
を
高
め
る
」
は
、
初
年
次
教
育
戦
略

に
と
っ
て
あ
る
程
度
普
遍
的
な
テ
ー
マ
と
判
断
し
た
。

　
ド
メ
イ
ン
ご
と
に
基
本
目
標
と
行
動
目
標
を
設
定
す
る
。
ま
た
行

動
目
標
を
受
け
て
達
成
計
画
を
策
定
す
る
。
目
標
を
二
層
に
し
て
構

造
的
に
表
現
す
る
と
こ
ろ
が
こ
の
体
系
図
の
優
れ
た
点
で
あ
る
。

　
「
大
学
を
知
る
」
と
い
う
ド
メ
イ
ン
に
関
し
て
、
簡
潔
で
誰
に
で

も
わ
か
り
や
す
い
基
本
目
標
を
表
現
す
る
。
そ
の
目
標
を
実
現
す
る

た
め
の
行
動
目
標
と
し
て
、
　
「
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
」
、
「
カ
ル
チ
ャ

ー
」
　
「
学
生
支
援
サ
ー
ビ
ス
」
の
三
つ
を
設
定
す
る
。
カ
ル
チ
ャ
ー
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は
、
先
輩
か
ら
後
輩
に
受
け
継
が
れ
る
学
生
文
化
が
中
心
を
占
め
る
。

同
短
大
で
は
、
こ
の
学
生
文
化
と
大
学
全
体
の
文
化
を
継
承
さ
せ
る

う
え
で
、
学
生
の
自
主
的
活
動
が
お
お
き
な
要
素
で
あ
る
。
こ
う
し

て
次
の
学
生
支
援
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
そ
の
た
め
に
教
職
員
と
し
て
求

め
ら
れ
る
様
々
な
課
題
が
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
同
短
大
で
の
初
年
次
教
育
実
践
の
具
体
的
成
果
は
、
た
か
い
レ
ベ

ル
で
の
学
生
の
活
動
に
端
的
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
学
生
会
執
行
委

員
会
、
大
学
祭
実
行
委
員
会
、
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
や
卒
業
を
祝
う
実

行
委
員
会
等
が
あ
り
、
学
生
会
は
七
～
八
割
の
参
加
で
大
会
を
常
時

成
功
さ
せ
、
新
入
生
歓
迎
実
行
委
員
会
に
は
百
五
十
人
に
お
よ
ぶ
参

加
学
生
が
あ
る
。
　
「
涙
い
っ
ぱ
い
の
瞳
　
こ
の
感
動
は
や
り
と
げ
た

も
の
し
か
味
わ
え
な
い
」
と
い
う
同
短
大
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
文
言
は
、

同
短
大
が
基
本
姿
勢
と
し
て
貫
い
て
い
る
学
生
を
主
人
公
に
し
た
大

学
づ
く
り
を
、
学
生
自
ら
の
こ
と
ば
で
語
っ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

　
一
般
的
に
学
生
寮
が
新
入
生
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
機
能
を
果
た
す
こ
と

が
よ
く
み
ら
れ
る
が
、
同
短
大
で
は
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
設
置
さ
れ
る

セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
で
先
輩
と
後
輩
の
学
年
縦
割
り
に
よ
る
短
期
合
宿

を
、
延
べ
一
ヶ
月
間
か
け
て
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
同
種
の
機
能
を

果
た
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
学
生
自
身
が
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を

楽
し
く
感
じ
る
集
団
に
成
長
す
れ
ば
、
高
校
生
対
象
の
オ
ー
プ
ン
キ

ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
も
、
学
生
自
身
が
自
ら
の
大
学
を
熱
く
語
っ
て

く
れ
る
。

　
保
育
科
学
生
の
六
七
％
（
二
〇
〇
一
年
度
）
が
公
務
員
保
育
職
に

就
職
し
て
い
る
数
値
は
、
　
「
子
ど
も
を
大
切
に
し
た
保
育
」
と
い
う

一
貫
し
た
保
育
観
を
教
師
と
学
生
が
共
有
す
る
な
か
で
、
将
来
展
望

に
直
結
し
た
学
び
の
機
会
が
学
内
で
保
障
さ
れ
、
同
じ
目
標
を
持
っ

た
友
人
ど
う
し
の
集
団
的
共
感
と
、
共
同
の
場
の
存
在
と
が
結
合
さ

れ
た
成
果
に
よ
る
指
標
と
い
え
る
（
「
短
大
学
生
の
満
足
度
に
つ
い

て
」
二
〇
〇
三
年
一
月
二
十
五
日
）
。

　
今
日
、
全
国
的
に
短
大
で
の
定
員
割
れ
が
深
刻
な
な
か
に
あ
っ
て
、

同
短
大
の
つ
よ
い
学
募
力
の
源
泉
は
、
教
職
員
と
学
生
が
共
有
す
る

高
い
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
〈
参
加
・
共
同
・
創
造
〉

を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
す
る
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
当
初
は
五
～
六
人
の
教
職

員
に
よ
る
「
子
ど
も
あ
っ
て
の
学
校
」
　
「
子
ど
も
の
夢
を
か
な
え
る

学
校
」
づ
く
り
の
模
索
か
ら
出
発
し
た
。
中
核
と
な
る
教
職
員
に
よ

る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
デ
ザ
イ
ン
と
、
豊
か
な
学
生
生
活
の
た
め
の
ソ

フ
ト
と
ハ
ー
ド
づ
く
り
を
持
続
的
に
追
求
す
る
な
か
で
現
在
の
到
達

レ
ベ
ル
が
形
成
さ
れ
た
。
短
期
大
学
は
二
年
間
で
あ
り
先
輩
か
ら
後

輩
へ
の
継
承
は
、
教
職
員
の
永
続
的
と
も
い
え
る
支
援
を
必
要
と
す

る
。
こ
の
業
務
認
識
は
「
わ
れ
わ
れ
は
接
着
剤
で
あ
る
」
と
の
職
員

の
こ
と
ば
に
な
る
。
通
称
「
二
者
懇
」
と
呼
ば
れ
る
、
学
生
会
・
サ

ー
ク
ル
の
様
々
な
小
さ
な
学
生
の
単
位
と
教
職
員
と
の
、
非
常
に
き

一28一



め
細
か
な
懇
談
会
を
数
限
り
な
く
開
催
し
て
お
り
、
学
生
課
職
員
だ

け
で
な
く
教
員
の
学
生
委
員
も
参
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
教
員
の

認
識
も
変
革
さ
れ
る
。
F
D
が
自
然
な
か
た
ち
で
教
学
運
営
シ
ス
テ

ム
に
ビ
ル
ト
イ
ン
さ
れ
て
い
る
。

　
成
果
体
系
図
は
、
図
そ
の
も
の
の
策
定
が
目
的
と
い
う
わ
け
で
は

な
い
。
む
し
ろ
こ
の
策
定
プ
ロ
セ
ス
の
中
に
よ
り
多
く
の
構
成
員
が

参
画
し
、
高
い
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
共
有
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
構
成
員
を

元
気
づ
け
、
多
く
の
者
を
引
き
つ
け
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。
目
標

の
領
域
（
ド
メ
イ
ン
）
を
設
定
し
、
基
本
目
標
と
行
動
目
標
・
行
動

計
画
と
し
て
目
標
全
体
を
構
造
化
し
、
構
成
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
基
本

目
標
を
自
ら
の
使
命
と
認
識
し
て
い
く
過
程
そ
の
も
の
が
、
ま
さ
に

戦
略
的
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
践
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
S
D
セ
ミ
ナ
ー

後
、
同
短
大
で
は
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
の
報
告
を
受
け
て
、
事
務
職
員

会
議
で
全
員
参
画
型
の
研
修
会
が
実
践
さ
れ
て
い
る
。

（
注
2
）
別
表
は
S
D
セ
ミ
ナ
ー
の
成
果
作
品
と
し
て
明
ら
か
に

す
る
目
的
で
紹
介
す
る
も
の
で
あ
り
、
大
学
で
の
機
関
審
議
等
を

経
た
「
公
的
」
文
書
と
い
う
性
格
の
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
お
断

り
し
て
お
く
。

□
　
初
年
次
教
育
戦
略
の
新
た
な
地
平
に
む
け
て

　
一
方
、
四
年
制
大
学
の
初
年
次
教
育
は
い
く
つ
か
の
点
で
短
大
と

ス
タ
ン
ス
が
異
な
る
。
短
大
の
初
年
次
は
翌
年
が
卒
業
・
就
職
と
い

う
課
題
を
前
に
し
た
切
迫
感
、
緊
張
感
に
満
ち
た
と
い
う
意
味
で
凝

縮
さ
れ
た
内
容
で
あ
る
。
四
年
制
大
学
は
就
職
活
動
が
三
年
次
の
後

半
に
前
倒
し
さ
れ
る
時
代
と
は
い
え
、
短
大
に
比
較
す
れ
ば
ゆ
っ
た

り
と
し
た
プ
ロ
セ
ス
と
な
る
。

　
四
年
制
で
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
プ
ロ
セ
ス
は
、
自
分
探
し
の
営
み
に

お
け
る
機
会
を
豊
富
に
創
造
で
き
る
と
い
う
意
味
で
は
強
み
と
も
い

え
る
し
、
教
職
員
・
学
生
間
で
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
共
有
す
る
う
え
で

の
困
難
性
と
い
う
点
で
は
、
弱
み
と
も
な
る
。
意
思
形
成
の
困
難
さ

は
大
学
の
規
模
が
大
き
な
も
の
と
な
る
に
つ
れ
、
い
っ
そ
う
増
大
す

る
。
N
短
大
で
は
、
成
果
体
系
図
自
体
が
必
ず
し
も
必
要
と
は
い
え

な
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
中
規
模
大
学
以
上
と
な
る
と
、
や
は

り
こ
う
し
た
表
と
し
て
構
成
員
が
共
有
す
る
も
の
を
策
定
す
る
の
が

有
効
と
思
わ
れ
る
。

　
全
国
の
短
大
の
な
か
に
は
、
定
員
割
れ
を
克
服
し
て
急
成
長
す
る

「
ス
ー
パ
ー
短
大
」
と
も
い
う
べ
き
短
期
大
学
が
登
場
し
つ
つ
あ
る
。

そ
れ
は
、
短
大
な
ら
で
は
の
強
み
を
生
か
し
た
意
思
決
定
の
敏
速
性
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に
よ
り
、
時
代
と
社
会
の
二
ー
ズ
を
的
確
に
と
ら
え
て
急
変
貌
を
と

げ
た
事
例
で
あ
る
。
規
模
の
大
き
な
四
年
制
大
学
に
と
っ
て
、
効
率

的
な
意
思
決
定
能
力
の
鍵
と
な
る
の
が
戦
略
的
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
蓄

積
、
言
い
換
え
れ
ば
ど
れ
だ
け
の
教
職
員
に
戦
略
思
考
が
培
わ
れ
て

い
る
か
が
、
今
日
問
わ
れ
て
い
る
。

　
「
二
〇
〇
六
年
問
題
」
と
い
う
見
地
か
ら
、
初
年
次
教
育
の
ミ
ッ

シ
ョ
ン
を
「
低
学
力
対
策
」
と
す
る
の
は
適
切
と
は
い
え
な
い
だ
ろ

う
。
そ
の
こ
と
ば
で
は
大
学
構
成
員
の
総
合
的
な
パ
ワ
ー
を
引
き
出

す
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
れ
に
深
く
関
連
し
て
、
小
中
学
校
で
の
「
学

力
低
下
」
議
論
が
今
日
行
わ
れ
て
お
り
、
文
部
科
学
省
調
査
に
よ
れ

ば
学
習
意
欲
や
学
力
と
社
会
階
層
と
の
関
連
が
浮
き
彫
り
に
な
ろ
う

と
し
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
「
成
功
事
例
」
を
行
っ
て
い
る
学
校
で

は
次
の
よ
う
な
特
徴
を
も
つ
と
い
う
（
苅
谷
剛
彦
ほ
か
『
調
査
報
告

「
学
力
低
下
」
の
実
態
』
二
〇
〇
二
年
V
。

　
ω
「
学
習
意
欲
」
や
「
自
学
自
習
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
す
る
指
導
、

ω
「
個
別
学
習
・
少
人
数
学
習
・
一
斉
指
導
」
を
柔
軟
に
組
み
合
わ

せ
た
授
業
づ
く
り
、
⑥
子
ど
も
の
集
団
を
大
切
に
し
、
　
「
わ
か
ら
な

い
時
は
わ
か
ら
な
い
と
言
え
る
」
学
習
環
境
、
＠
「
習
得
学
習
ノ
ー

ト
」
を
つ
く
り
、
子
ど
も
た
ち
が
学
習
の
見
通
し
を
も
ち
、
学
習
の

ふ
り
か
え
り
が
で
き
る
、
⑥
「
総
合
学
習
」
等
で
、
子
ど
も
た
ち
が

「
進
路
」
や
「
生
き
る
力
」
を
考
え
る
こ
と
を
重
視
し
、
学
習
に
対

す
る
動
機
づ
け
を
促
す
。

　
初
年
次
教
育
の
戦
略
的
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
と
っ
て
、
こ
の
小
中
学

校
で
の
成
功
事
例
か
ら
高
等
教
育
は
な
に
を
学
び
と
る
こ
と
が
で
き

る
だ
ろ
う
か
。

　
学
生
の
自
立
的
学
習
習
慣
形
成
に
と
っ
て
学
び
の
〈
意
味
と
文

脈
〉
を
理
解
し
自
覚
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
こ
の
理
解
や
自

覚
は
、
学
生
が
学
内
外
で
の
自
主
的
活
動
を
展
開
し
、
学
生
が
主
役

と
な
る
場
面
や
機
会
に
満
ち
た
学
生
文
化
の
な
か
で
獲
得
さ
れ
る
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
デ
ザ
イ
ン
を
通
じ
、
こ
の
場
面
と
機
会
創
出
を
教
職

員
が
持
続
的
に
支
援
し
追
求
す
る
営
み
の
重
要
性
は
、
す
で
に
み
た

N
短
大
の
事
例
や
本
誌
前
号
特
集
の
「
学
生
参
加
型
教
育
」
が
指
摘

す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
F
D
と
い
う
視
点
か
ら
す
れ
ば
、
で
き
る
限
り
多
く
の
教
員
に
研

究
偏
重
の
ス
タ
ン
ス
か
ら
教
育
に
対
す
る
関
心
を
喚
起
す
る
た
め
の

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
重
要
で
あ
る
。
　
「
た
と
え
ば
、
授
業
づ
く
り
と
い

う
営
為
に
研
究
マ
イ
ン
ド
で
も
っ
て
挑
戦
す
る
と
い
う
」
　
（
池
田
輝

政
「
名
古
屋
大
学
の
試
み
を
通
し
て
見
た
大
学
の
組
織
・
経
営
」
二

〇
〇
二
年
）
目
標
を
設
定
す
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
、
チ
ー
ム
と
し

て
形
成
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　
「
す
ぐ
れ
た
教
師
は
、
教
育
内
容
の
知
識
を
生
き
生
き
と
し
た
例

で
提
示
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
知
識
に
い
た
る
多
様
な
道
筋
を
理
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解
し
、
そ
の
知
識
の
学
び
を
触
発
す
る
的
確
な
課
題
を
設
定
し
て
、

子
ど
も
た
ち
の
多
様
な
イ
メ
ー
ジ
や
ア
イ
デ
ア
を
引
き
出
し
交
流
し

な
が
ら
、
子
ど
も
の
学
び
を
教
育
内
容
へ
と
接
近
さ
せ
る
能
力
を
備

え
た
教
師
で
あ
る
」
と
佐
藤
学
は
指
摘
す
る
（
「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
研
究

と
教
師
研
究
」
一
九
九
九
年
）
。
大
学
に
お
い
て
も
同
様
の
教
師
像
が

中
長
期
目
標
と
し
て
求
め
ら
れ
て
い
る
⑥
。

　
個
々
の
教
員
の
専
門
領
域
と
し
て
の
科
学
や
文
化
内
容
を
、
授
業

場
面
に
具
体
化
す
る
知
識
へ
と
蓄
積
す
る
う
え
で
、
事
例
研
究
を
中

心
と
し
た
方
法
が
有
効
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
よ
り
、
教
育
実
践
が
教

員
の
孤
立
し
が
ち
な
個
人
的
営
為
か
ら
、
学
内
外
の
多
様
な
知
恵
や

資
源
の
活
用
さ
れ
た
実
践
へ
と
道
が
開
か
れ
る
。

　
ま
た
、
総
合
学
習
の
登
場
の
な
か
で
体
験
学
習
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
さ
れ
て
い
る
が
、
表
面
的
な
体
験
で
な
く
「
地
域
と
大
学
の
か
か

わ
り
」
と
い
う
戦
略
的
実
践
の
な
か
に
体
験
を
位
置
づ
け
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
。
地
域
社
会
で
の
実
践
を
通
し
て
教
職
員
が
学
生
と
の

協
働
関
係
を
築
く
こ
と
に
よ
り
、
学
生
に
と
っ
て
リ
ア
ル
感
や
キ
ャ

リ
ア
ヘ
の
関
心
を
喚
起
し
て
授
業
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
地
域
の
再
生
に
と
っ
て
世
代
共
生
が
必
須
の
課
題
で
あ
る
よ
う

に
、
青
年
の
課
題
に
と
っ
て
市
民
教
育
と
の
連
携
と
結
合
は
急
務
で

あ
る
。
　
「
青
年
学
生
が
社
会
人
と
し
て
活
躍
す
る
社
会
の
た
め
」
の

「
包
括
的
な
青
年
政
策
の
構
築
」
と
「
そ
の
た
め
の
研
究
者
と
行
政

と
実
践
家
と
の
協
力
体
制
」
　
（
宮
本
み
ち
子
『
若
者
が
《
社
会
的
弱

者
》
に
転
落
す
る
』
二
〇
〇
二
年
）
を
創
出
す
る
こ
と
は
、
初
年
次

教
育
戦
略
に
お
い
て
も
、
ま
た
社
会
連
携
事
業
戦
略
に
お
い
て
も
、

目
標
と
し
て
掲
げ
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
。
学
生
と
市
民
に
よ
る
参
画

型
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
づ
く
り
は
、
教
員
個
々
人
の
努
力
ば
か
り
で
な
く
、

大
学
職
員
が
学
内
の
調
整
業
務
に
携
わ
る
ス
タ
イ
ル
か
ら
の
改
革
を

は
か
り
、
大
学
内
の
キ
ャ
ン
パ
ス
と
い
う
発
想
か
ら
地
域
の
フ
ィ
ー

ル
ド
を
キ
ャ
ン
パ
ス
と
し
て
と
ら
え
、
地
域
で
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ

ー
（
学
習
支
援
・
援
助
促
進
者
）
と
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
支
え
ら

れ
る
。

　
多
様
な
地
域
資
源
に
存
在
す
る
楽
し
さ
や
苦
し
み
を
、
学
生
と
教

職
員
が
市
民
と
と
も
に
楽
し
み
学
び
あ
う
共
同
体
づ
く
り
と
い
う
ビ

ジ
ョ
ン
を
掲
げ
る
こ
と
も
、
初
年
次
教
育
の
新
た
な
地
平
を
切
り
開

く
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
注
3
）
上
野
千
鶴
子
「
授
業
で
生
存
戦
略
、
教
え
ま
す
」
（
『
サ

ヨ
ナ
ラ
、
学
校
化
社
会
』
二
〇
〇
二
年
、
所
収
）
で
紹
介
さ
れ
て

い
る
「
社
会
調
査
法
」
の
授
業
は
、
講
義
・
演
習
・
実
習
の
諸
方

法
を
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
組
み
合
わ
せ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
型
授
業

の
先
進
事
例
（
守
。
・
ε
§
ぎ
。
）
と
思
わ
れ
る
。
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□
　
大
学
自
治
と
戦
略
的
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　
私
立
大
学
に
と
っ
て
「
経
営
戦
略
」
の
重
要
性
は
多
論
を
要
さ
な

い
。
国
立
大
学
に
お
い
て
も
独
立
行
政
法
人
化
へ
の
動
き
の
な
か
で
、

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ヘ
の
関
心
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
。

　
大
学
間
競
争
が
激
化
し
各
大
学
は
内
部
組
織
を
変
更
し
、
多
く
の

大
学
で
教
授
会
の
権
限
を
縮
小
さ
せ
、
そ
れ
に
代
わ
っ
て
学
長
職
も

し
く
は
理
事
会
の
権
限
を
拡
大
さ
せ
、
職
員
を
大
学
運
営
に
積
極
的

に
取
り
入
れ
る
方
法
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
大
学
職
員
の
専
門
的
知

識
が
重
要
視
さ
れ
、
大
学
全
体
が
専
門
職
員
の
専
門
性
へ
の
依
存
度

を
増
大
さ
せ
つ
つ
あ
る
が
、
必
ず
し
も
「
大
幅
な
権
限
を
委
譲
す
る

だ
け
の
品
質
保
証
、
信
頼
性
を
担
保
し
え
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
」

と
の
デ
メ
リ
ッ
ト
も
否
定
で
き
な
い
現
実
が
あ
る
。
　
「
適
切
な
戦
略

を
策
定
す
る
た
め
に
は
（
あ
る
い
は
、
少
な
く
と
も
誤
っ
た
判
断
を

防
ぐ
た
め
に
は
）
、
こ
れ
ら
各
単
位
間
（
理
事
会
、
教
授
会
、
事
務
局

　
　
筆
者
）
で
の
情
報
の
交
流
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
不
可
欠
で
あ
る
」

（
潮
木
守
一
「
市
場
競
争
下
の
大
学
経
営
」
二
〇
〇
二
年
）
。

　
「
経
営
戦
略
」
の
必
要
性
が
急
務
と
す
る
認
識
が
広
が
る
一
方
で
、

大
学
の
管
理
運
営
環
境
が
ど
の
よ
う
な
実
情
に
あ
る
か
を
、
松
浦
良

充
「
『
自
治
』
と
い
う
名
の
も
と
に
」
　
（
二
〇
〇
二
年
）
が
具
体
的
に

描
い
て
い
る
。
松
浦
は
A
大
学
で
の
事
例
を
通
し
て
、
大
学
の
改
組

・
改
革
を
め
ぐ
る
意
思
決
定
過
程
に
お
い
て
、
学
部
・
部
門
の
「
自

治
」
原
則
が
き
わ
め
て
機
動
性
、
効
率
性
に
欠
き
、
学
内
で
の
議
論

の
積
み
上
げ
方
式
に
よ
る
合
意
形
成
シ
ス
テ
ム
が
、
決
定
を
行
っ
た

「
主
体
」
と
そ
の
責
任
の
認
識
を
希
薄
化
さ
せ
る
無
責
任
体
制
を
明

ら
か
に
し
て
い
る
。
こ
こ
に
描
か
れ
る
世
界
は
例
外
と
い
う
よ
り
、

中
規
模
以
上
の
大
学
管
理
運
営
で
は
比
較
的
よ
く
み
ら
れ
る
と
い
っ
、

て
よ
い
。

　
教
学
部
門
で
業
務
を
担
当
す
る
大
学
職
員
は
、
こ
う
し
た
「
教
授

会
自
治
」
世
界
と
の
、
調
整
の
う
え
に
調
整
を
重
ね
る
日
常
業
務
に

付
き
合
う
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
環
境
の
も
と
で
は
調
整
の
ツ
ボ

や
裏
技
を
蓄
積
す
る
「
専
門
性
」
は
獲
得
で
き
て
も
、
戦
略
的
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
手
法
と
思
考
を
身
に
つ
け
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
い

わ
ざ
る
を
え
な
い
。
ま
た
経
営
部
門
の
職
員
が
戦
略
的
計
画
を
提
起

し
、
一
旦
機
関
決
定
し
た
場
合
に
も
、
そ
の
実
現
に
お
い
て
教
授
会

と
の
果
て
し
な
い
議
論
の
末
に
、
当
初
の
計
画
の
コ
ン
セ
プ
ト
が
希

薄
と
な
る
場
合
も
多
い
。
こ
う
し
て
経
営
部
門
の
職
員
は
、
経
営
幹

部
集
団
の
な
か
で
の
責
任
の
曖
昧
化
、
戦
略
計
画
に
お
け
る
優
先
順

位
へ
の
無
理
解
に
安
住
を
余
儀
な
く
さ
せ
ら
れ
る
思
考
ス
タ
イ
ル
と

も
な
り
か
ね
な
い
。

　
歴
史
的
に
み
れ
ば
大
学
自
治
が
フ
ン
ボ
ル
ト
の
い
う
「
学
問
の
自
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由
」
を
思
想
的
基
盤
に
発
し
て
お
り
、
一
九
六
〇
年
代
の
「
大
学
紛

争
」
の
な
か
で
「
大
学
自
治
H
教
授
会
自
治
は
破
綻
し
た
」
と
さ
れ

て
も
、
松
浦
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
い
ぜ
ん
と
し
て
実
態
的
運
営
に

お
い
て
は
教
授
会
自
治
が
支
配
的
状
況
で
あ
る
場
合
も
少
な
く
な

い
。
こ
の
克
服
に
困
難
を
伴
う
の
は
、
　
「
大
学
自
治
」
が
社
会
か
ら

の
需
要
に
即
応
し
な
い
と
す
る
〈
象
牙
の
塔
〉
感
覚
を
払
拭
し
た
に

せ
よ
、
な
お
大
学
運
営
の
担
い
手
に
お
け
る
大
半
の
意
識
が
、
社
会

的
に
開
か
れ
普
遍
性
を
獲
得
し
た
も
の
に
十
分
な
り
き
れ
て
い
な
い

こ
と
に
起
因
す
る
。

　
大
学
を
め
ぐ
る
内
外
環
境
の
激
変
に
対
応
し
て
、
大
学
人
自
身
が

組
織
と
思
考
の
自
己
変
革
を
な
し
と
げ
る
た
め
に
は
、
大
学
全
体
の

戦
略
的
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
推
進
を
理
事
長
な
り
学
長
レ
ベ
ル
の
ト
ッ

プ
が
決
断
し
、
実
行
す
る
こ
と
が
決
定
的
に
重
要
で
あ
る
。
こ
の
実

行
に
あ
た
っ
て
は
、
ト
ッ
プ
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ

の
プ
ロ
セ
ス
の
バ
ラ
ン
ス
に
留
意
し
た
、
　
「
ミ
ド
ル
・
ア
ッ
プ
・
ダ

ウ
ン
方
式
」
に
よ
る
参
加
・
協
働
型
政
策
形
成
が
有
効
で
あ
ろ
う
（
大

住
荘
四
郎
ほ
か
『
日
本
型
N
P
M
　
行
政
の
経
営
改
革
へ
の
挑
戦
』

二
〇
〇
三
年
）
。
初
年
次
教
育
戦
略
も
、
大
学
全
体
の
戦
略
の
な
か
に

位
置
づ
け
ら
れ
て
こ
そ
真
に
生
き
て
く
る
。

□
　
社
会
連
携
事
業
戦
略
の
た
め
に

　
以
下
で
は
、
本
稿
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
初
年
次
教
育
」
と
や
や
離

れ
る
が
、
筆
者
が
日
々
担
当
し
て
い
る
「
地
域
と
大
学
の
か
か
わ
り
」

と
い
う
さ
さ
や
か
な
経
験
を
通
し
て
み
た
、
大
学
の
社
会
連
携
事
業

戦
略
の
た
め
の
手
が
か
り
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

　
戦
略
経
営
論
の
教
え
る
と
こ
ろ
で
は
、
戦
略
計
画
プ
ロ
セ
ス
の
な

か
に
は
戦
略
的
思
考
を
阻
害
す
る
問
題
を
も
つ
も
の
も
あ
る
と
い
う

（
ガ
ー
ス
・
サ
ロ
ー
ナ
ー
ほ
か
『
戦
略
経
営
論
』
二
〇
〇
二
年
）
。
そ

の
問
題
の
一
つ
と
し
て
、
正
式
な
計
画
プ
ロ
セ
ス
を
用
い
る
と
予
算

と
業
務
計
画
ば
か
り
に
関
心
が
向
い
て
し
ま
い
、
戦
略
計
画
が
創
造

的
な
思
考
作
業
で
は
な
く
、
資
源
配
分
の
政
治
的
プ
ロ
セ
ス
に
な
っ

て
し
ま
う
点
を
あ
げ
て
い
る
。

　
こ
こ
で
は
ま
た
、
詳
細
な
計
画
や
予
算
の
準
備
の
ウ
ェ
イ
ト
よ
り

も
戦
略
の
一
貫
性
に
シ
フ
ト
し
、
計
画
自
体
で
は
な
く
内
外
の
環
境

変
化
の
影
響
を
す
ぐ
さ
ま
自
分
な
り
に
考
え
ら
れ
る
能
力
H
戦
略
的

思
考
が
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
い
て
い
か
に
重
要
で
あ
る
か
強
調
さ

れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
非
営
利
組
織
や
公
的
機
関
の
戦
略
的
思
考
は

ま
ず
目
標
を
設
定
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
、
組
織
の
「
持
ち
主
」
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で
あ
る
顧
客
や
地
域
社
会
の
利
害
を
代
表
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と

が
、
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
大
学
と
い
う
組
織
の
「
持
ち
主
」
は
誰
な
の
か
。
　
「
大
学
自
治
n

教
授
会
自
治
」
論
で
は
、
大
学
の
持
ち
主
は
教
授
会
で
あ
り
、
一
般

的
に
は
学
校
法
人
の
理
事
会
、
大
学
教
職
員
の
持
ち
物
と
考
え
る
だ

ろ
う
。
　
「
持
ち
主
」
が
顧
客
で
あ
る
と
か
、
地
域
社
会
の
利
害
を
代

表
す
る
目
標
設
定
を
行
う
と
い
う
思
考
は
、
こ
れ
ま
で
日
本
の
多
く

の
大
学
で
は
あ
ま
り
顧
み
ら
れ
な
い
発
想
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
ア
メ

リ
カ
特
有
の
発
想
と
す
る
反
応
が
、
こ
れ
ま
で
の
「
二
十
世
紀
型
思

考
」
で
あ
る
。
し
か
し
、
N
P
O
・
N
G
O
の
登
場
に
代
表
さ
れ
る

「
変
革
の
世
紀
」
と
呼
ば
れ
る
二
十
一
世
紀
の
新
し
い
市
民
パ
ワ
ー

が
席
巻
し
つ
つ
あ
る
な
か
で
、
そ
う
い
っ
た
こ
れ
ま
で
の
思
考
方
法

の
基
盤
は
確
実
に
崩
れ
つ
つ
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。

　
今
日
、
大
学
の
地
域
社
会
連
携
事
業
が
次
第
に
重
視
さ
れ
つ
つ
あ

る
折
り
、
大
学
教
員
や
企
業
、
自
治
体
、
技
術
移
転
機
関
（
T
L
O
）

な
ど
の
関
係
者
が
参
加
し
、
全
国
的
な
産
学
連
携
ネ
ッ
ト
の
構
築
を

め
ざ
す
「
産
学
連
携
学
会
」
が
設
立
さ
れ
た
（
斎
藤
浩
「
産
学
連
携

学
会
の
設
立
　
技
術
創
出
へ
人
材
育
成
」
日
本
経
済
新
聞
二
〇
〇
三

年
三
月
二
十
九
日
付
）
。
同
学
会
は
「
地
域
連
携
活
動
の
総
合
的
支

援
」
　
「
産
学
連
携
リ
エ
ゾ
ン
業
の
専
門
職
化
」
　
「
産
学
連
携
学
の
確

立
」
を
三
大
目
標
に
掲
げ
、
こ
の
目
標
達
成
の
た
め
に
全
国
各
地
域

の
「
地
域
連
携
」
を
「
連
携
」
さ
せ
る
全
国
産
学
連
携
ネ
ッ
ト
の
構

築
が
不
可
欠
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
地
域
連
携
活
動
の
総
合
的
支

援
活
動
は
現
在
の
産
学
連
携
活
動
に
最
も
欠
け
て
お
り
、
地
域
の
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
発
展
が
あ
っ
て
こ
そ
初
め
て
日
本
全
体
の
経
済
的

発
展
に
つ
な
が
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

　
先
に
あ
げ
た
メ
ル
ボ
ル
ン
大
学
の
成
果
体
系
図
に
は
、
そ
の
ド
メ

イ
ン
に
「
地
域
社
会
へ
の
貢
献
」
9
目
ヨ
巨
昌
∪
。
＜
。
一
ε
目
。
目
が
掲

げ
ら
れ
て
い
る
。
海
外
の
大
学
で
こ
う
し
た
ド
メ
イ
ン
は
す
で
に
普

遍
的
に
み
ら
れ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
日
本
の
大
学
で
は
最
近
に
な
っ

て
社
会
連
携
を
重
視
す
る
傾
向
が
生
ま
れ
て
き
た
も
の
の
、
大
学
内

部
の
構
成
員
に
と
っ
て
、
社
会
連
携
事
業
は
大
学
と
は
別
世
界
の
事

項
で
あ
る
と
か
、
大
学
周
辺
領
域
の
事
項
で
あ
る
と
の
認
識
が
な
お

支
配
的
で
あ
る
。

　
マ
ス
コ
ミ
報
道
で
は
、
産
学
連
携
事
業
が
理
工
系
の
大
学
と
企
業

と
の
技
術
提
携
の
世
界
と
い
う
取
り
扱
い
が
大
半
で
は
あ
る
。
し
か

し
こ
の
東
海
地
区
を
み
て
も
、
大
垣
市
で
は
岐
阜
経
済
大
学
ま
ち
な

か
共
同
研
究
室
「
マ
イ
ス
タ
ー
倶
楽
部
」
が
地
元
商
店
街
の
活
性
化

事
業
に
関
わ
っ
た
り
、
学
生
が
空
き
店
舗
活
用
に
よ
り
喫
茶
店
経
営

と
い
う
活
動
を
展
開
し
て
い
る
名
古
屋
学
院
大
学
ま
ち
づ
く
り
N
P

O
「
人
コ
ミ
ュ
倶
楽
部
」
な
ど
の
事
例
は
、
人
文
・
社
会
系
大
学
の

特
性
を
生
か
し
た
産
学
連
携
事
業
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

一34一



　
筆
者
自
身
、
現
在
担
当
し
て
い
る
業
務
は
大
学
付
置
機
関
で
あ
る

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
あ
る
。
日
本
福
祉
大
学
は
、
知
多
半

島
総
合
研
究
所
と
い
う
地
域
社
会
貢
献
を
柱
に
総
合
学
術
リ
エ
ゾ
ン

を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
す
る
研
究
所
を
い
ち
早
く
設
置
し
、
そ
の
研
究
蓄

積
を
発
展
さ
せ
知
多
半
島
地
域
を
中
心
に
し
た
「
知
多
ソ
フ
ィ
ア
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
い
う
産
官
学
民
の
連
携
と
異
業
種
交
流
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
推
進
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
は
、
こ

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
共
有
し
、
生
涯
学
習
と
い
う

人
材
養
成
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
中
核
事
業
と
し
て
展
開
し
て
い

る
。
こ
こ
で
の
さ
さ
や
か
な
業
務
経
験
か
ら
み
て
も
、
企
業
や
N
P

O
、
地
域
住
民
か
ら
の
大
学
に
寄
せ
る
二
ー
ズ
・
期
待
に
応
え
ら
れ

な
い
と
、
そ
の
大
学
は
社
会
的
信
用
を
失
い
か
ね
な
い
と
い
う
実
感

を
抱
く
。
大
学
は
理
事
会
や
教
授
会
、
事
務
職
員
の
「
持
ち
物
」
と

い
う
〈
錯
覚
〉
か
ら
脱
却
し
、
学
生
と
そ
の
父
母
、
彼
ら
を
含
む
住

民
が
生
活
す
る
地
域
社
会
の
「
持
ち
物
」
で
あ
る
こ
と
を
日
々
自
覚

さ
せ
ら
れ
る
。

　
こ
う
し
た
地
域
社
会
で
の
現
場
か
ら
の
二
ー
ズ
に
応
え
う
る
大
学

か
ど
う
か
の
評
価
は
、
リ
ア
ル
で
実
践
的
で
あ
る
が
ゆ
え
に
大
学
人

に
と
っ
て
は
厳
し
い
も
の
が
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
地
域
社
会
や
企
業

社
会
に
こ
そ
戦
略
的
思
考
が
圧
倒
的
に
蓄
積
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。

　
全
国
各
地
で
の
「
ま
ち
づ
く
り
」
の
成
功
事
例
を
み
れ
ば
明
ら
か

な
よ
う
に
、
そ
こ
で
活
躍
す
る
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
の
戦
略
的
思
考
は
秀

逸
な
も
の
に
満
ち
て
い
る
。
成
功
企
業
の
事
例
と
し
て
、
日
産
再
生

の
旗
手
カ
ル
ロ
ス
・
ゴ
ー
ン
『
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
　
再
生
へ
の
挑
戦
』

（
二
〇
〇
一
年
）
は
戦
略
的
思
考
の
モ
デ
ル
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、

行
政
に
お
い
て
も
戦
略
経
営
の
時
代
を
迎
え
て
い
る
。
イ
ギ
リ
ス
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
の
改
革
モ
デ
ル
か
ら
ひ
ろ
が
り
、
民
間
企
業

で
の
経
営
理
念
・
手
法
を
導
入
し
行
政
部
門
の
効
率
化
・
活
性
化
を

は
か
る
と
い
う
、
ニ
ュ
ー
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
略
し
て

N
P
M
に
よ
る
戦
略
行
政
へ
の
転
換
が
進
み
つ
つ
あ
る
。
三
重
県
で

の
事
務
・
事
業
評
価
、
愛
知
県
瀬
戸
市
で
の
行
政
経
営
委
員
会
の
展

開
な
ど
が
近
隣
の
先
進
的
事
例
で
あ
る
。

　
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
州
立
大
学
学
長
が
高
ら
か
に
述
べ
る
よ
う
に
、
「
わ

れ
わ
れ
の
都
市
空
間
は
、
拡
張
さ
れ
た
生
き
た
実
験
室
と
な
り
教
室

と
な
る
。
そ
こ
で
、
わ
れ
わ
れ
の
同
僚
や
学
生
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は

か
れ
ら
の
知
識
・
ス
キ
ル
・
才
能
を
互
い
に
結
び
つ
け
共
同
の
成
果

を
上
げ
る
。
こ
の
よ
う
な
意
味
で
、
教
師
と
学
生
、
大
学
と
コ
ミ
ユ

ニ
テ
ィ
、
学
ぶ
こ
と
と
為
す
こ
と
、
な
ど
の
境
界
は
薄
ら
い
で
い
く
」
。

「
大
学
だ
け
で
は
な
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
に
も
す
ば
ら
し
い
資

産
が
あ
る
。
…
こ
の
資
産
は
、
わ
れ
わ
れ
の
使
命
の
達
成
を
助
け
て

く
れ
る
だ
け
で
な
く
、
わ
れ
わ
れ
の
努
力
に
報
い
励
ま
し
て
く
れ
る
。
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こ
の
新
し
い
文
脈
に
お
い
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
共
同
の
教
師
と
な

り
、
わ
れ
わ
れ
す
べ
て
が
共
同
の
学
習
者
と
な
る
」
　
（
木
村
純
「
地

域
住
民
の
生
涯
学
習
に
参
画
し
、
生
涯
学
習
者
を
育
て
る
大
学
の
取

組
み
」
　
（
二
〇
〇
二
年
）
。

　
戦
略
的
思
考
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
は
、
書
か
れ
た
書
物
の
う
え
だ
け

で
身
に
つ
く
も
の
で
は
な
い
。
自
ら
の
実
践
と
そ
の
試
行
錯
誤
の
な

か
で
、
社
会
で
の
先
進
事
例
を
学
ぶ
必
要
が
見
出
さ
れ
る
。
S
D
や

F
D
の
あ
り
方
が
、
大
学
の
日
常
世
界
と
切
り
離
さ
れ
改
ま
っ
た
装

い
の
企
画
と
し
て
行
わ
れ
る
時
代
か
ら
、
よ
り
多
く
の
大
学
構
成
員

が
学
生
と
な
り
地
域
で
の
一
生
活
者
と
な
っ
て
、
地
域
・
企
業
現
場

か
ら
戦
略
的
思
考
を
学
ぶ
時
代
を
迎
え
て
い
る
。
社
会
人
大
学
院
の

広
が
り
や
、
社
会
連
携
学
会
設
置
に
み
ら
れ
る
多
く
の
大
学
人
の
産

学
連
携
へ
の
参
画
は
そ
れ
を
加
速
さ
せ
る
も
の
と
確
信
し
て
い
る
。

学生とまちあるき（経済学部「地域学」）
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